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Chapter 1: 概要

LifeKeeper Oracle
LifeKeeper Oracle Recovery Kitを使用すれば、Oracleデータベースインスタンス (バージョン10g、11g)
を障害の発生したサーバからバックアップサーバに回復させることができます。また、データベースインスタ

ンスの保護を他のサーバに拡張することもできます。LifeKeeper GUIを使用して、完全なリソース階層

を簡単に作成し、データベースアクセスに使用される名前付きパイプまたは IPソケットリソース (あるい

はその両方 )だけでなく、Oracle System Identifier (SID)が使用するすべてのディスクリソースをリカバリ

操作に含めることができます。

Oracle の概要

LifeKeeper Oracle Recovery Kitでは、他のサーバでOracleデータベースインスタンスを同時に実行し

たり、任意でそれらのインスタンスを LifeKeeperの保護下に置くこともできます。この構成はアクティブ/ア
クティブと呼ばれ、通常の稼働状態で LifeKeeperサーバを十分に活用できます。

LifeKeeper Oracle Recovery Kitには、データベースインスタンスをスタンバイサーバにフェイルオーバする

前に、ローカルで回復させる機能 (ローカルリカバリ)があります。

LifeKeeper Oracle Recovery Kitは、以下のコア/標準のOracleサービスを保護します。

l Oracle Service

l Oracle TNS Listener

LifeKeeper Oracle Recovery Kitは、各リリースにおいて以下のオプションサービスを保護します。

オプション 10g サービス オプション 11g サービス

Oracle DB Console Oracle DB Console

Oracle Job Scheduler Oracle Job Scheduler

Oracle ISQL*Plus

Oracle SNMP Peer Encapsulator

Oracle SNMP PeerMaster Agent

Oracle Cluster Serviceに関する注記 : このサー

ビスの対象は Automatic StorageManagement
(ASM)です。LifeKeeperでは現在 ASMをサ

ポートしないため、LifeKeeper下での保護には

無効です。

Oracle Cluster Serviceに関する注記 : このサービ

スの対象は Automatic StorageManagement
(ASM)です。LifeKeeperでは現在 ASMをサポー

トしないため、LifeKeeper下での保護には無効

です。

標準のOracleリソース階層は、以下のリソースで構成されます。
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Oracleサービス

l Oracle

l 共有通信リソース (IPまたは LAN Managerの別名 )

l ボリューム

すべてのOracleデータ、ログ、トレース (コアデータデース)ファイルは、共有または複製ボリュームに格納

されます。障害検出時、LifeKeeperは関連するデータボリュームと通信リソースとともにコアデータベース

ファイルをバックアップサーバへと切り替えます。リカバリ作業がデータベースユーザに意識されることはまっ

たくありません。LifeKeeperはすべての依存リソースをバックアップサーバへと切り替えると、Oracleサービ

スを起動します。

次に示すLifeKeeper GUI表示は、標準のリソース階層を表します。Oracleリソースは、階層ツリーの

最上位のリソースです。Oracleリソースは、依存リソース (通信リソースおよびボリュームリソース)を正し

い順序で起動および停止させます。

このOracle階層では、通信 /Listenerリソースとして IPのみが使用されます。

Oracle サービス

LifeKeeper Oracle Recovery Kitは、以下のコア/標準のOracleサービスを保護します。

l Oracle Service

l Oracle TNS Listener

LifeKeeper Oracle Recovery Kitは、各リリースの以下のオプションサービスを保護します。

オプション 10g サービス オプション 11g サービス

Oracle DB Console Oracle DB Console

Oracle Job Scheduler Oracle Job Scheduler

Oracle ISQL* Plus

Oracle SNMP Peer Encapsulator

Oracle SNMP PeerMaster Agent

Oracle Cluster Service

注記 : このサービスの対象はAutomatic
Storage Management (ASM)です。LifeKeeper
では現在 ASMをサポートしないた

め、LifeKeeper下での保護には無効です。

Oracle Cluster Service

注記 : このサービスの対象はAutomatic
Storage Management (ASM)です。LifeKeeper
では現在 ASMをサポートしないた

め、LifeKeeper下での保護には無効です。

2 LifeKeeper Oracle



Oracleリソース階層

Oracle リソース階層

標準のOracleリソース階層は、以下のリソースで構成されます。

l Oracle

l 共有通信リソース (IPまたは LAN Managerの別名 )

l ボリューム

保護対象のSIDのすべてのOracleデータ、ログ、トレース (コアデータベース)ファイルは、共有または複

製ボリュームに格納されます。障害検出時には LifeKeeperによって、関連するデータボリュームおよび

通信リソースとともにコアデータベースファイルがバックアップサーバへと切り替えられます。リカバリ作業が

データベースユーザに意識されることはまったくありません。いったんLifeKeeperがすべての依存リソースを

バックアップサーバへと切り替えると、バックアップサーバでOracleサービスが起動されます。

次に示すLifeKeeper GUI表示は、標準のリソース階層を表します。Oracleリソースは階層ツリーの最

上位のリソースです。これによって、依存リソース (通信およびボリュームリソース)が正しい順序で開始

および停止されます。

このOracle階層では、通信 /Listenerリソースとして IPのみが使用されます。

制限 :複数のOracleインスタンスを構成している場合は、一意の仮想 IPアドレス上で各リスナが

listenするよう設定する必要があります。

LifeKeeperでは、ポートが異なる同じ仮想 IPアドレスで、複数のリスナが listenすることを許可してい

ません。

リカバリキットの要件

LifeKeeper Oracle Recovery Kitをインストールして設定する前に、構成が以下の要件を満たしている

ことを確認してください。

オペレーティングシステムソフトウェア。LifeKeeperは以下のバージョンのWindowsオペレーティングシステ

ムをサポートします。

l Windows Server 2003 Standard Edition、Enterprise Edition、Data Center Edition、Web
Edition

l Windows Server 2003 R2 Edition (32ビットおよび64ビットバージョン)

l Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Data Center Edition (32ビットおよび64ビットバー

ジョン)
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リカバリキットの要件

LifeKeeperソフトウェア。各サーバに同じバージョンのLifeKeeperソフトウェアとすべてのパッチをイ

ンストールする必要があります。具体的な LifeKeeperの要件については、 リリースノート を参照

してください。

SteelEye DataKeeperソフトウェア (オプション)。共有ストレージではなく複製ボリュームでのOracleの
使用を予定してる場合は、SteelEye DataKeeper forWindows ソフトウェアを各サーバ上にインストー

ルする必要があります。

Oracleデータベース。このリカバリキットがサポートするOracleのバージョンは 10gまたは 11gです。
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Chapter 2: Oracle のインストール

LifeKeeper Oracle Recovery Kitは FTPでダウンロードすることができます。標準のインストールインター

フェースを提供する InstallShieldを使用して簡単にインストールできます。

リカバリキットのインストール

LifeKeeper Oracle Recovery Kitをインストールする前に、上述した製品の要件と、Oracleとともに

LifeKeeperをインストールおよび構成するで説明されているインストールおよび構成手順をよく理解して

いることを確認してください。

Recovery Kitの旧バージョンからのアップグレード

LifeKeeper Oracle Recovery Kit ソフトウェアの旧バージョンから、リソース階層を維持したままアップグ

レードすることができます。

注記 : LifeKeeper Oracle Recovery Kitをアップグレードした後、LifeKeeper GUIを閉じて再起動する

必要があります。

キットの削除

LifeKeeper Oracle Recovery Kit ソフトウェアを削除するには、コントロールパネルの [プログラムと機能 ]ア
プレットで [LifeKeeper Oracle Recovery Kit vX.X]を選択してください。

Oracle とともに LifeKeeper をインストールおよび構成する

Oracleとともに LifeKeeperをインストールおよび構成する手順は、レプリケーションストレージと共有スト

アシステムとでやや異なります。このドキュメントでは、インストールと構成のプロセスを明確にするため

に、それぞれのタイプのストレージ構成について、個別のセクションを設けてあります。

最も効率的にセットアップを行うためには、以下の作業を実行して、最初にプライマリサーバ上、次に

セカンダリサーバ上にOracleデータベースインスタンスを作成してください。

重要事項

l 特定のサーバ上で作業しているときは、通信リソースを該当のサーバに切り替えてください。例

えば、バックアップサーバ上で作業しているときは、通信リソースをバックアップサーバに切り替えて

ください。

l アップグレード時に、リソース階層は保持されます

l Oracle Homeディレクトリごとに 1つのSIDのみがサポートされます

l Oracle Homeがデータベース (SID)と同じ LifeKeeper保護対象ボリュームにインストールされて
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Oracleをインストールする前に

いない場合は、特別な配慮が必要です。Oracle Homeが異なる共有ボリュームまたはレプリ

ケーションボリュームにインストールされている場合、そのボリュームは LifeKeeperの保護対象で

なければならず、Oracleリソース階層に依存リソースとして手動で追加する必要がありま

す。Oracle HomeがLifeKeeper保護対象ボリュームにインストールされていない場合は、変更

は不要です。

l Windowsディスク管理ツールを使用して、ディスクリソースとボリュームを設定してください。Net
ManagerなどのOracleツールを使用して、ネットワークプロトコルを設定してください。

Oracle をインストールする前に

Oracleソフトウェアをインストールする前に、サーバとストレージが設定され、LifeKeeperがクラスタ内の

各サーバにインストールされている必要があります。こうすることで、LifeKeeperによってすでに保護され

ているボリュームにOracleをインストールできるようになります。

レプリケーションストレージシステム

プライマリサーバ上

1. [Windowsディスク管理 ]ツールを使用して、ディスクリソースを設定し、使用したい複製ボリ

ュームを定義します。(ボリュームは適切なサイズにしてください。)

2. [Windows エクスプローラ]を使用して、Oracle SIDによって使用されるすべてのボリュームのネッ

トワークから共有解除します。

3. ネットワークを、LifeKeeper TCP/IPコミュニケーションパスと切り替え可能な IPアドレス (該当す

る場合 )をサポートするように設定します。

4. LifeKeeper Coreソフトウェア、LifeKeeper Oracle Recovery Kitの順にローカルディスクにインス

トールします。

5. 使用しているOracleデータベースが非常に大きい場合は、MAXWAIT値を確認して、増やす

ことを検討します。

6. SteelEye DataKeeperソフトウェアをローカルディスクにインストールします。詳細については、

SteelEye DataKeeperオンラインヘルプを参照してください。

バックアップサーバ上

1. バックアップサーバを起動し、ディスクの管理ユーティリティを使用して、プライマリサーバに割り当

てたものと同じドライブレターを複製ボリュームに割り当てます。

2. LifeKeeper Coreソフトウェア、LifeKeeper Oracle Recovery Kitの順にローカルディスクにインス

トールします。

3. 使用しているOracleデータベースが非常に大きい場合は、MAXWAIT値を確認して、増やす

ことを検討します。

4. SteelEye DataKeeperソフトウェアをインスールします。
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プライマリサーバ上

プライマリサーバ上

これで両方のサーバに LifeKeeperがインストールされました。プライマリサーバに戻って、以下を実行し

てください。

1. LifeKeeper GUIを使用して、プライマリサーバとバックアップサーバの間のコミュニケーションパスを

作成します。

2. LifeKeeperで通信リソースを作成し (IP、LAN Managerのいずれか、または両方 )、これらをバッ

クアップサーバに拡張します。その後、Oracleリソース階層を作成するときに、LifeKeeperは依

存関係に従ってこれらのリソースを自動で階層内に移動します。

注記 : Oracle階層が作成されるとき、SteelEye DataKeeperリソースは自動的に作成され、依存関

係に従ってOracleリソース階層に移動されます。

Oracle のインストール

LifeKeeperをインストールしてボリュームと通信リソースを設定すると、Oracleを保護対象ボリュームにイ

ンストールする準備が整います。

プライマリサーバ上

1. Oracleソフトウェアを保護対象の共有ボリュームにインストールします。これでOracle SIDが作

成されます。このOracle SIDに関連するすべてのファイル (ログ、トレース、コントロール、データフ

ァイルなど)は保護対象ボリューム上に置かれている必要があります。

2. デフォルトのTNSListenerサービスであるOracle<OraHome>TNSListenerを停止して、起動

モードを [手動 ]に設定します。(この後の手順で、保護対象となるSIDの新しい Listenerを作

成します。)

3. Oracle Net Managerを使用して、以下のとおり、OracleがLifeKeeperで保護する通信リソース

を使用するように設定します。

a. SID名を使用して、新しいTNSListener サービスを作成します。リスニング位置を設定

して、LifeKeeperで保護する IPアドレスおよび名前付きパイプ (LAN Manager別名 )を
指定します。次に、データベースサービスを設定して、Oracle HomeディレクトリとSIDを

指定します。

b. SIDのOracleサービスを変更します。TCP/IPについては、ホスト名を保護される IPアド

レスに変更してください。名前付きパイプについては、マシン名を LAN Managerの別名

に変更してください。

4. LifeKeeperの下で保護されるSIDのTNSListener サービスインスタンスを個別に作成します。

サービスは、lsnrctl Start <SID> コマンドを使用して作成する必要があります。これによ

り、Oracle<OraHome>TNSListener<SID> という名前をもつサービスが作成されます。

5. [サービス] ツールを使用して、以下のようにOracleサービスをテストします。

a. 新規のTNSListener サービスを正常に停止および起動できるかどうか確認します。

b. OracleService<SID>サービスがOracleによって作成されたことを確認します。

c. すべてのOracleサービスを停止します。
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バックアップサーバ上

バックアップサーバ上

1. LifeKeeperで、バックアップサーバ上の保護対象ボリュームをサービス中にします。

2. Oracleインベントリディレクトリを削除して、Oracleデータファイルを含むディレクトリの名前を変

更します。新規インストールの場合は、データファイルを削除することができます。

3. Oracleソフトウェアを保護対象のボリュームにインストールします。使用するインストールオプション

は、プライマリサーバと完全に一致させてください (Oracle Home、SID名およびパスは同じにす

る)。プロンプトが表示されたら、既存のOracle設定の上書きを選択します。注記 : *.bakへのフ

ァイルの移動に関するエラーは無視してください。

4. デフォルトのTNSListenerサービスであるOracle<OraHome>TNSListenerを停止して、起動

モードを [手動 ]に設定します。

5. 必要に応じて、Oracle Net Managerを使用して、以下のとおりOracleがLifeKeeperで保護

する通信リソースを使用するように設定します。

a. SID名を使用して、新しいTNSListener サービスを作成します。リスニング位置を設定

して、LifeKeeperで保護する IPアドレスおよび名前付きパイプ (LAN Manager別名 )を
指定します。次に、データベースサービスを設定して、Oracle HomeディレクトリとSIDを

指定します。

b. SIDのOracleサービスを変更します。TCP/IPについては、ホスト名を保護される IPアド

レスに変更してください。名前付きパイプについては、マシン名を LAN Manager別名に

変更してください。

6. LifeKeeperの下で保護されるSIDのTNSListener サービスインスタンスを個別に作成します。

サービスは、lsnrctl Start <SID> コマンドを使用して作成する必要があります。これによ

り、Oracle<OraHome>TNSListener<SID> という名前をもつサービスが作成されます。

7. [サービス] ツールを使用して、以下のようにOracleサービスをテストします。

a. 新規のTNSListener サービスを正常に停止および起動できるかどうか確認します。

b. OracleService<SID>サービスがOracleによって作成されたことを確認します。

c. バックアップサーバ上のOracleサービスをすべて停止します。

プライマリサーバ上

1. プライマリサーバ上で、ボリュームリソースをサービス中に戻します。

2. プライマリサーバ上でOracleService<SID>サービスを開始します。

3. プライマリサーバ上にOracle階層を作成して、バックアップサーバに拡張します。詳細について

は、Oracle階層の作成を参照してください。

4. 手動フェイルオーバを実行し、新しいOracle階層をテストします。
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Chapter 3: Oracle 設定タスク

前のセクションで説明したようにセットアップ作業を完了すると、Oracleリソース階層の作成と拡張を行

う準備ができます。

このガイドでは以下の4つの作業について説明します。これらはOracleリソースインスタンス特有のもの

であり、各 Recovery Kitで異なっています。

l リソース階層の作成 -アプリケーションリソース階層を LifeKeeperクラスタに作成します。
l リソース階層の拡張 -プライマリサーバからバックアップサーバにリソース階層を拡張します。
l リソース階層の拡張解除 -リソース階層を LifeKeeperクラスタ内の1つのサーバから拡張解除

(除去 )します。
l リソース階層の削除 -リソース階層を LifeKeeperクラスタ内のすべてのサーバから削除します。

以下の作業の手順はすべてのRecovery Kitに共通しているため、LifeKeeperオンライン製品マニュア

ルの「GUIによる管理作業」のセクションで説明しています。

l リソース依存関係の作成。既存のリソースと別のリソースインスタンスとの間に親子依存関係を

作成し、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関係の変化を通知します。
l リソース依存関係の削除。リソース依存関係を削除して、その依存依存関係の変更をクラス

タ内の適用可能なすべてのサーバに反映させます。
l サービス開始。特定のサーバのリソース階層を In Serviceにします。
l サービス停止。特定のサーバのリソース階層をOut of Serviceにします。
l プロパティの表示と編集。特定のサーバのリソース階層のプロパティを表示または編集します。

注記 : このセクションでは、以後、 [編集 ] メニューを使用して設定作業を実行します。また設定作業の

大半は次の方法でも実行できます。

l ツールバーから
l 状態表示の左ペインにあるグローバルリソースを右クリック
l 状態表示の右ペインにあるリソースインスタンスを右クリック

右クリックの方法では、 [編集 ] メニューを使用するときに必要な情報を入力しないですみます。

Oracle 階層の作成

必要な設定作業終了後、以下の手順に従って、データベースを保護するOracle Server階層を定

義してください。

1. LifeKeeper GUI メニューから [編集 ]を選択し、次に [サーバ]を選択します。メニューから [リソー

ス階層の作成 ]を選択します。
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Oracle階層の作成

2. [保護するアプリケーションの作成 ]ダイアログボックスが表示されます。プルダウンリストから適切な

プライマリサーバとバックアップサーバを選択します。[次へ] を選択して続行します。クラスタ内にイ

ンストールされ、認識されているすべてのRecovery Kitが表示されます。

3. [Oracle] を選択し、[次へ] をクリックします。

4. 次の表に示す情報を入力するように求められます。ダイアログボックス内で [戻る]ボタンがアクテ

ィブになっているときは、直前のダイアログボックスに戻ることができます。これは、前に入力した情

報を修正する必要があるエラーが発生した場合に便利です。いつでも [キャンセル]をクリックし

て、作成処理全体を取り消すことができます。

フィールド 説明

Oracleホームディ

レクトリの選択
この階層に適したOracle Homeディレクトリを選択してください。

Oracle SIDの選

択
LifeKeeperの保護下に置くOracle SIDを選択してください。

Oracleユーザ名

の入力

Oracleの管理ユーザ名を入力してください。このユーザアカウントには、デー

タベースへのシステム許可を持たせる必要があります。

パスワードの入

力
Oracle管理ユーザのシステムパスワードを入力してください。

オプションサービス
この階層とともに保護するオプションのサービスを選択してください。リストには

LifeKeeper保護に適したサービスだけが記載されています。

Oracleタグ名
固有のタグ名を入力します。自動で表示されるデフォルトのタグ名をそのまま

使用することもできます。

5. [次へ]をクリックすると、リソース作成ウィザードによってOracleリソースが作成されま

す。LifeKeeperによって入力データが検査されます。LifeKeeperが問題を検出すると、情報ボッ

クスにエラーメッセージが表示されます。

6. 別の情報ボックスが表示され、Oracleリソース階層が正常に作成されたこと、フェイルオーバによ

って保護するには、その階層をクラスタ内の別のサーバに拡張する必要があることを示すメッセー

ジが表示されます。[次へ]をクリックします。

7. [次へ]をクリックすると、LifeKeeperの拡張前処理ウィザードが起動されます。リソース階層を別

のサーバに拡張する方法の詳細については、Oracle階層の拡張を参照してください。
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Oracle階層の拡張

Oracle 階層の拡張

この操作は [編集 ]メニューから開始できますが、[リソース階層の作成 ]オプションの処理を完了すると

自動的に開始されます。その場合は、下記の手順 2を参照してください。

1. [編集 ] メニューの [リソース]から [Extend Resource Hierarchy]を選択します。[拡張前処理ウ

ィザード ]が表示されます。拡張操作に慣れていない場合は、[次へ]をクリックしてください。

2. [拡張前処理ウィザード ]では引き続き情報の入力を求めるメッセージが表示されます。

フィー

ルド
説明

バック

アップ

の優

先順

位

1～999の数値を入力して、このリソースのカスケーディングフェイルオーバシーケンスにお

けるターゲットサーバの優先順位を指定してください。小さい数値ほど優先順位が高く

なります。階層の拡張が行われる最初のサーバには、デフォルトで 10が指定されま

す。

3. 拡張前のチェックが正常に終了したというメッセージが表示されたら、[次へ]をクリックします。

4. 拡張する階層に応じて、拡張するリソースタグを表示する情報ボックスが表示されます。リソース

タグは編集できません。[拡張 ]をクリックします。

Oracle 階層の拡張解除

LifeKeeperクラスタの1つのサーバからリソース階層を削除する場合は、次の手順を実行してください。

1. [編集 ] メニューの [リソース]から [リソース階層の拡張解除 ]を選択します。

2. Oracleリソースを拡張解除したいターゲットサーバを選択します。Oracleリソースが現在 In
Serviceのサーバは選択できません。(右側のペインにあるリソースインスタンスを右クリックして拡

張解除作業を選択した場合、このダイアログボックスは表示されません。) [次へ] をクリックしま

す。

3. 拡張解除するOracle階層を選択して、[次へ]をクリックします。(左右どちらかのペインのリソー

スインスタンスを右クリックして拡張解除作業を選択した場合、このダイアログボックスは表示さ

れません。)

4. 拡張解除のために選択したターゲットサーバとOracleリソース階層を確認する情報ボックスが

表示されます。[拡張解除 ]をクリックします。

5. Oracleリソースが正常に拡張解除されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。[完了 ]
をクリックして、[リソース階層の拡張解除 ]メニューを終了します。

Oracle 階層の削除

Oracle階層またはOracleインスタンスを削除する前に、その階層がプライマリサーバでアクティブ (緑色 )
になっていることを確認してください。階層を削除する前に依存関係を解除することもできます。依存

関係を解除しないと、それも削除されます。
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Oracleデータベースの設定管理

Oracle階層を削除するには、以下の手順を実行してください。

l Oracleサービスを停止してください。

l Oracle階層とすべての依存関係を削除してください。

注記

l LifeKeeperに対して削除を開始するときは、データベースをバックアップサーバから正しく退避させ

るために、両方のサーバがアクティブであることを確認してください。

l IPアドレスとボリュームを LifeKeeperの保護下にとどめる場合は、Oracle階層を削除する前に

ボリュームとTCP/IPの依存関係を削除しておく必要があります。

LifeKeeper環境のすべてのサーバからリソース階層を削除するには、次の手順を実行してください。

1. [編集 ] メニューの [リソース]を選択し、次に [リソース階層の削除 ]を選択します。

2. Oracleリソース階層を削除するターゲットサーバを選択し、[次へ]をクリックします。(左右どちら

かのペインのリソースインスタンスを右クリックしてリソースの削除作業を選択した場合、このダイ

アログボックスは表示されません。)

3. 削除する [階層 ] を選択します。(右側のペインでリソースインスタンスを右クリックしてリソースの

削除作業を選択した場合は、このダイアログボックスは表示されません。) [次へ] をクリックしま

す。

4. 選択したターゲットサーバと削除対象として選択した階層を確認する情報ボックスが表示されま

す。[次へ] をクリックします。

5. Oracleリソースが正常に削除されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。

6. [完了 ] をクリックして終了します。

Oracle データベースの設定管理

LifeKeeper GUIを使用して、保護対象のOracleリソースを管理するには、右側のペインに移動し

て、Oracleリソースを右クリックし、[プロパティ]をクリックし、[Oracleデータベース設定 ]タブをクリックしてく

ださい。[Oracleデータベース設定 ]ページでは、Oracleリソース情報を表示して変更できます。
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Oracleデータベースの設定管理

ユーザ管理

[ユーザ管理 ] メニューでは、LifeKeeperを操作するOracle DBAユーザを管理します。

管理作業の選択

l 現在のユーザを表示 -保護対象のリソース階層で使用される現在のユーザ名を表示します。

l パスワードの変更 -保護対象のリソース階層に関連付けた現在のユーザのパスワードを変更し

ます。

l ユーザとパスワードの変更 - Oracleインスタンスを管理監視するOracle DBAユーザとパスワード

の両方を変更します。ユーザには、保護対象のデータベースに対するDBA権限を与える必要

があります。

フィール

ド
説明
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Oracleリソース階層のテスト

ユーザ名

の選択

管理ユーザ名を入力してください。管理ユーザのアカウントには、LifeKeeperが保護

する全データベースに対するDBA権限を与える必要があります。

パスワー

ドの入

力

更新するユーザアカウントの管理パスワードを入力してください。

サービス管理

このメニューでは、リソース階層で保護するオプションのOracleサービスの一覧を変更します。

LifeKeeperは保護対象のオプションサービスを監視します。

サービス作業の選択

l サービスの追加 -保護設定にサービスを追加します。LifeKeeperは、オプションとして追加した

Oracleサービスの監視を開始します。

l サービスの削除 -保護設定からサービスを削除します。LifeKeeperはオプションのOracleサービ

ス監視を停止します。

フ

ィー

ルド

説明

サー

ビス

名

保護設定に追加するか、そこから削除するサービスの名前を入力してください。サービス

を追加する場合は、サービス名を入力してください。サービスを削除する場合は、削除す

るサービスを一覧から選択してください。

クラ

スタ

更

新

該当のクラスタ内のすべてのシステムを更新する場合は、[はい]を選択してください。それ

以外の場合は、[いいえ]を選択して現在のシステムだけを更新してください。[いいえ]を
選択した場合は、サービスを手動でバックアップサーバに追加する必要があります。

Oracle リソース階層のテスト

手動切り替えを開始することによって、Oracleリソース階層をテストできます。これにより、リソースインス

タンスのプライマリサーバからバックアップサーバへのフェイルオーバがシミュレートされます。

[編集 ]、[リソース]、[サービス開始 ]の順に選択してください。例えば、バックアップサーバでサービス開始

要求を実行すると、アプリケーション階層はプライマリサーバ側でサービス停止となり、バックアップサーバ

でサービス開始されます。この時点で、元のバックアップサーバがプライマリサーバとなり、元のプライマリ

サーバがバックアップサーバとなります。

サービス停止要求を実行すると、アプリケーションは他のサーバでサービス開始されることなくサービス停

止となり、Oracleサービスは停止されます。
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Chapter 4: Oracle 階層の管理

このセクションでは、Oracle階層の管理について説明します。

Oracle 階層の管理に関するガイドライン

Oracle階層の管理は、以下のガイドラインどおりに行ってください。

l 保護された通信経路経由でアクセスしてください。ユーザが実行中の物理システムに関わらず

確実にOracle SIDにアクセスできるよう、データベースのリモートアクセスは、すべてOracle階層

の一部である保護された名前付きパイプ (LAN Managerの別名 )または IPアドレス経由で行う

必要があります。切り替えが起きた場合、LifeKeeperではバックアップシステムで利用可能な保

護された通信パスを自動的に作成します。

l Oracle専用のボリュームを確保してください。Oracleデータベースファイルを含むOracle専用の

ボリュームを確保してください。これらのボリュームは、LAN Manager経由でアクセスするユーザと

の共有、および他のローカルアプリケーションからのアクセスを避ける必要があります。これは、リ

モートユーザがネットワーク経由でボリュームの1つにアクセスしている場合や、ローカルのプロセス

がボリュームへの書き込みアクセスのためにオープンを行った場合に、例えばフェイルオーバ時に

サービスからボリュームリソースを削除する LifeKeeperの動作が失敗することがあるためです。

ボリュームへの読み取り専用アクセスを行うローカルのプロセスはサービスから実行されるリソース

の削除を妨げることはありませんが、読み取り専用アクセスは、リソースの切り替え復帰時に回

復失敗の原因となることがあります。読み取り専用アクセスの例としては、各ボリュームを定期

的に検査するPerformanceMonitorや、共有ボリュームにインストールされた稼働中のプロセス

があります。

l LifeKeeper を通じて Oracleの起動および停止を行ってください。Oracleデータベースの管理

の多くはOracleツールを使用して行えますが、Oracle SIDの停止には LifeKeeperの [サービス

停止 ]機能を、Oracle SIDの起動には [サービス開始 ]機能を使用します。LifeKeeperがSID
を停止または起動しても、設定内のすべてのノードのサーバは表示され続けます。

l ボリュームリソースを保護してから Oracle SID に追加してください。環境の規模が大きくなること

で、すでに LifeKeeperの保護下にあるOracle SIDに新しいボリュームを追加する必要が生じ

た場合、以下の手順を実行してください。

1. 初めに、ボリュームを保護します (ボリュームリソースを作成します)。

2. そのボリュームをSIDに追加します。

3. Oracleリソースとボリュームリソース間の依存関係を手動で作成します。

LifeKeeper Oracle Recovery Kit MAXWAIT 変数

LifeKeeper Oracle Recovery Kitのインストールでは、MAXWAITと呼ばれるレジストリエントリが作成さ
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LifeKeeperで使用するOracleユーザ名とパスワードの更新

れ、次のレジストリキーに格納されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\SteelEye\LifeKeeper\RK\ORAapp

MAXWAITは、1つのOracleサービスが起動または停止する際にRecovery Kitが待機する秒数を指

定する十進数の整数です。指定した秒数以内にサービスが開始しない場合、LifeKeeperでは障害

が発生したと判断し、フェイルオーバを開始します。

MAXWAITのデフォルト値は 300ですが、非常に大きなデータベースの場合、データベースサービスが

開始または停止状態に達するのに 300秒では十分でないことがあります。その場合、レジストリエントリ

を適切な値に変更してください。

LifeKeeperで使用する Oracle ユーザ名とパスワードの更新

LifeKeeper Oracleリソースの作成中、Oracleユーザ名とパスワードをそのOracleのインスタンスに入力

する必要があります。将来入力したユーザ名のパスワードを変更する場合は、クラスタ内のすべてのシ

ステムのLifeKeeper Oracleリソースを新しいパスワードで更新する必要があります。更新しない場

合、Oracleリソースは同期外となり、サービス開始、停止を正しく行うことができなくなりま

す。LifeKeeperは、その後のフェイルオーバまたは手動切り替え時にリソースを削除または復元できなく

なると記載したエラーメッセージをApplication Event Logに記録します。

LifeKeeper GUIには、Oracleリソースに関連付けたユーザアカウントを管理するインターフェースがありま

す。詳細については、Oracleデータベースの設定管理を参照してください。

手動による Oracle 11g DB Console の設定

サービスがクラスタ内のすべてのシステムで正常に開始するように、保護された仮想 IPアドレスまたは

LAN Managerの別名を使用するには、Oracle 11g DB Consoleを手動で設定する必要があります。

プライマリサーバ上で編集してください。 <ORACLE_HOME>\<SYSTEM_NAME>_<ORACLE_

SID>\sysman\config\emoms.properties

プロパティのoracle.sysman.emSDK.svlt.ConsoleServerHost=<virtual IPaddress> or <LAN
Manager Alias>を設定してください。
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Chapter 5: Oracle トラブルシューティングのヒント

このセクションでは、LifeKeeperソフトウェアには特別な関係がないものの、全体的な環境に関連する

現象についての提案と見解を提示します。

階層の作成に失敗した

解決策

以下を確認してください。

l SIDに関連付けられているすべてのボリュームリソースおよび通信リソース (IPまたは LAN
Managerあるいはその両方 )がすでに LifeKeeperの保護下に置かれている。

l すべての共有ボリュームまたは複製ボリュームがプライマリサーバで使用可能で、すべてのボリ

ュームが各サーバ上で同じドライブレターにマップされている。

サービス開始に失敗した

解決策

サービス開始を行おうとしたシステムで他のOracleリソースがサービス中になっているかどうか、またはそ

のシステムから共有ボリュームにアクセスできること (あるいはその両方 )を確認します。

Oracle TNSListener Service が必要に応じて起動または停
止しない

解決策

以下を実行してください。

l 少なくとも 1つのTCP/IPまたは LAN ManagerリソースがOracle階層に含まれているかどうかを

確認します。

l 階層をOut of Serviceにしてから In Serviceに戻し、Oracle<OraHome>TNSListener<SID>を

開始します。

サーバが応答しない

LifeKeeper によるスイッチオーバが正常に完了した後に TCP/IP クライアント
からサーバにアクセスできない (サーバが応答しない)
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考えられる原因

考えられる原因

クライアントシステムのアドレス解決プロトコル (arp)が使用する物理 IPアドレス変換テーブルに古い情

報が残っている。

解決策

サーバへのアクセスに使用する IPアドレスを再設定する必要があります。アドレスを再設定するに

は、arp -d server_ip_address コマンドを実行してください。この操作によって、変換テーブルからアドレス

が削除されます。その IPアドレスの次の要求に応じて、テーブル記入項目が記入されます。

リモートユーザがORA 12504、ORA 12514、ORA 12541 の理
由でログインできない

考えられる原因

Oracleの接続の問題は、LifeKeeperによって発生するわけではなくOracle TNSセットアップの問題で

す。

解決策

以下を実行してください。

l Oracleのエラーおよびメッセージを確認します。

l Oracle Net Managerを使用して、リスナ名とTNS名が正しく設定されていることを確認しま

す。

l サービスが IPまたは LAN Managerの別名を使用して正しく設定されていることを確認します。

l TNSPINGを使用してサービスにアクセスします。

18 Oracle トラブルシューティングのヒント


	Chapter 1: 概要
	LifeKeeper Oracle
	Oracle の概要
	Oracle サービス
	Oracle リソース階層
	リカバリキットの要件
	Chapter 2: Oracle のインストール
	リカバリキットのインストール
	Recovery Kit の旧バージョンからのアップグレード
	キットの削除

	Oracle とともに LifeKeeper をインストールおよび構成する
	重要事項

	Oracle をインストールする前に
	レプリケーションストレージシステム
	プライマリサーバ上
	バックアップサーバ上
	プライマリサーバ上


	Oracle のインストール
	プライマリサーバ上
	バックアップサーバ上
	プライマリサーバ上

	Chapter 3: Oracle 設定タスク
	Oracle 階層の作成
	Oracle 階層の拡張
	Oracle 階層の拡張解除
	Oracle 階層の削除
	Oracle データベースの設定管理
	Oracle リソース階層のテスト
	Chapter 4: Oracle 階層の管理
	Oracle 階層の管理に関するガイドライン
	LifeKeeper Oracle Recovery Kit MAXWAIT 変数
	LifeKeeper で使用する Oracle ユーザ名とパスワードの更新
	手動による Oracle 11g DB Console の設定
	Chapter 5: Oracle トラブルシューティングのヒント
	階層の作成に失敗した
	解決策

	サービス開始に失敗した
	解決策

	Oracle TNSListener Service が必要に応じて起動または停止しない
	解決策

	サーバが応答しない
	LifeKeeper によるスイッチオーバが正常に完了した後に TCP/IP クライアントからサーバにアクセスできない (サーバが応答しない)
	考えられる原因
	解決策

	リモートユーザが ORA 12504、ORA 12514、ORA 12541 の理由でログインできない
	考えられる原因
	解決策


